
　

▼

　

▼
十
二
所
神
社
例
祭

十
二
所
神
社
例
祭　

３
日

　

３
日

宵
宮
。
４
日
例
祭
。

宵
宮
。
４
日
例
祭
。

　

▼

　

▼
森
戸
大
明
神
大
祭

森
戸
大
明
神
大
祭
（
葉
（
葉

山
）
７
日
宵
宮
祭
。
８
日
例
大

山
）
７
日
宵
宮
祭
。
８
日
例
大

祭
、
祭
、
1414
時
御
神
楽
。

時
御
神
楽
。

　

▼

　

▼
ぼ
た
も
ち
供
養

ぼ
た
も
ち
供
養　

1111
・
1212

日
。
常
栄
寺
（
大
町
）
。

日
。
常
栄
寺
（
大
町
）
。

　

▼

　

▼
龍
ノ
口
法
難
会

龍
ノ
口
法
難
会　

1111
日
仏
日
仏

舎
利
塔
平
和
記
念
法
要
。

舎
利
塔
平
和
記
念
法
要
。
1212
日

法
難
会
。
龍
口
寺
。

法
難
会
。
龍
口
寺
。

　

▼

　

▼
甘
縄
神
明
神
社
例
祭

甘
縄
神
明
神
社
例
祭　

1111
日
神
輿
祭
。

日
神
輿
祭
。
1414
日
例
祭
。

日
例
祭
。

　

▼

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭

鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭　

1414
日
宵
宮
祭
。

日
宵
宮
祭
。
1515
日
例
大
祭
、

日
例
大
祭
、

神
幸
祭
。

神
幸
祭
。
1616
日
1313
時
流
鏑
馬
神

時
流
鏑
馬
神

事
、
事
、
1717
時
鈴
虫
放
生
祭
。

時
鈴
虫
放
生
祭
。

　

▼

　

▼
遊
行
寺
開
山
忌

遊
行
寺
開
山
忌
（
藤
沢
）

（
藤
沢
）

1515
日
1313
時
半
す
す
き
念
仏
会
。

時
半
す
す
き
念
仏
会
。

2121
〜
2424
日
秋
季
開
山
忌
。

日
秋
季
開
山
忌
。

　

▼

　

▼
面
掛
行
列

面
掛
行
列　

1717
日
宵
宮

日
宵
宮

祭
。
祭
。
1818
日
正
午
例
祭
、

日
正
午
例
祭
、
1313
時
鎌
時
鎌

倉
神
楽
、

倉
神
楽
、
1414
時
半
面
掛
行
列
。

時
半
面
掛
行
列
。

御
霊
神
社
。

御
霊
神
社
。

　

▼

　

▼
松
葉
ヶ
谷
法
難
会

松
葉
ヶ
谷
法
難
会　

2727
日

1414
時
。
安
国
論
寺
。

時
。
安
国
論
寺
。

　

▼

　

▼
人
形
供
養

人
形
供
養　

1010
月
２
日

月
２
日
1313

時
。
本
覚
寺
。
９
月
中
受
付
。

時
。
本
覚
寺
。
９
月
中
受
付
。

　

鎌
倉
文
士
の
一
人

　

鎌
倉
文
士
の
一
人

で
も
あ
る
川
端
康

で
も
あ
る
川
端
康

成
。
都
心
か
ら
少
し

成
。
都
心
か
ら
少
し

離
れ
た
だ
け
で
、
自

離
れ
た
だ
け
で
、
自

然
を
感
じ
ら
れ
る
こ

然
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
を
鎌
倉
の
魅
力
の
１
つ
に

と
を
鎌
倉
の
魅
力
の
１
つ
に

感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。
夜

感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。
夜

警
の
た
め
に
静
ま
り
返
っ
た

警
の
た
め
に
静
ま
り
返
っ
た

深
夜
の
鎌
倉
を

深
夜
の
鎌
倉
を
1
人
で
歩
い

人
で
歩
い

て
い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う

て
い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
、
静
か
な
状
況
の
中
で
自

で
、
静
か
な
状
況
の
中
で
自

然
を
満
喫
す
る
こ
と
で
充
実

然
を
満
喫
す
る
こ
と
で
充
実

し
た
執
筆
活
動
に
取
り
組
ん

し
た
執
筆
活
動
に
取
り
組
ん

だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
最

だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
最

近
、
ゲ
ー
ム
の
影
響
も
あ
り

近
、
ゲ
ー
ム
の
影
響
も
あ
り

「
歩
き
ス
マ
ホ
」
が
社
会
問

「
歩
き
ス
マ
ホ
」
が
社
会
問

題
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い

題
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
歩
き
ス
マ
ホ
を
す
る

ま
す
。
歩
き
ス
マ
ホ
を
す
る

こ
と
で
、
誰
か
と
一
緒
に
散

こ
と
で
、
誰
か
と
一
緒
に
散

策
を
し
て
い
て
も
会
話
や
周

策
を
し
て
い
て
も
会
話
や
周

囲
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が

囲
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
▼
歩
き

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
▼
歩
き

ス
マ
ホ
を
楽
し
む
人
が
、
川

ス
マ
ホ
を
楽
し
む
人
が
、
川

端
康
成
が
感
じ
て
い
た
よ
う

端
康
成
が
感
じ
て
い
た
よ
う

な
鎌
倉
の
魅
力
に
気
が
つ
く

な
鎌
倉
の
魅
力
に
気
が
つ
く

の
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン

の
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
な
の
か
興
味
深
い
で
す
。

グ
な
の
か
興
味
深
い
で
す
。 

 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

「
鎌
倉
朝
日
」
は
１
９
７
９
年
（
昭

　

「
鎌
倉
朝
日
」
は
１
９
７
９
年
（
昭

和
5454
）
４
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
鎌

）
４
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
鎌

倉
市
内
と
近
隣
地
域
の
朝
日
新
聞
専
売

倉
市
内
と
近
隣
地
域
の
朝
日
新
聞
専
売

店
が
読
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
、
住
民

店
が
読
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
、
住
民

の
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り

の
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り

上
げ
て
報
道
し
、
読
者
の
方

上
げ
て
報
道
し
、
読
者
の
方

々
の
交
流
の
場
と
し
て
の
紙

々
の
交
流
の
場
と
し
て
の
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
発
行

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
発
行

し
て
き
ま
し
た
。

し
て
き
ま
し
た
。

　

創
刊
当
初
は
タ
ブ
ロ
イ
ド

　

創
刊
当
初
は
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
４
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
紙
面

判
４
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
紙
面

が
、
同
年

が
、
同
年
1212
月
に
は
６
ペ
ー

月
に
は
６
ペ
ー

ジ
に
、
さ
ら
に
１
年
後
の
４

ジ
に
、
さ
ら
に
１
年
後
の
４

月
に
は
８
ペ
ー
ジ
に
増
頁
さ

月
に
は
８
ペ
ー
ジ
に
増
頁
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

当
時
ど
ん
な
こ
と
が
記
事

　

当
時
ど
ん
な
こ
と
が
記
事

に
な
っ
て
い
た
か
と
い
う

に
な
っ
て
い
た
か
と
い
う

と
、
「
鎌
倉
ロ
ジ
ュ
マ
ン
に

と
、
「
鎌
倉
ロ
ジ
ュ
マ
ン
に

子
供
会
、
老
人
会
発
足
」

子
供
会
、
老
人
会
発
足
」

「
鎌
倉
を
野
鳥
の
楽
園
に
と

「
鎌
倉
を
野
鳥
の
楽
園
に
と

巣
箱
百
個
寄
贈
」
「
鎌
倉
の

巣
箱
百
個
寄
贈
」
「
鎌
倉
の

ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
」
「
鎌
倉
開
府

ジ
ウ
ム
開
催
」
「
鎌
倉
開
府

８
百
年
記
念
祭
に
多
彩
な
行

８
百
年
記
念
祭
に
多
彩
な
行

事
」
「
関
東
大
震
災
そ
の
と

事
」
「
関
東
大
震
災
そ
の
と

き
鎌
倉
は
」
…
と

き
鎌
倉
は
」
…
と
4040
年
近
く

年
近
く

た
っ
た
今
と
鎌
倉
の
環
境
や

た
っ
た
今
と
鎌
倉
の
環
境
や

歳
時
記
、
市
民
活
動
が
盛
ん

歳
時
記
、
市
民
活
動
が
盛
ん

な
こ
と
に
さ
ほ
ど
変
わ
り
が

な
こ
と
に
さ
ほ
ど
変
わ
り
が

な
い
よ
う
で
す
。

な
い
よ
う
で
す
。

　

紙
面
に
見
ら
れ
る
変
化
は

　

紙
面
に
見
ら
れ
る
変
化
は

と
い
う
と
、
情
報
伝
達
手
段

と
い
う
と
、
情
報
伝
達
手
段

が
紙
よ
り
ネ
ッ
ト
中
心
と
な

が
紙
よ
り
ネ
ッ
ト
中
心
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
紙
面
構
成

っ
た
こ
と
に
よ
る
紙
面
構
成

で
し
ょ
う
か
。
最
盛
期
は
半

で
し
ょ
う
か
。
最
盛
期
は
半

分
近
く
が
広
告
で
占
め
ら
れ

分
近
く
が
広
告
で
占
め
ら
れ

て
い
た
の
で
す
が
…
。
紙
離

て
い
た
の
で
す
が
…
。
紙
離

れ
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

れ
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
周
辺
地
域
の
ミ
ニ

い
ま
す
。
周
辺
地
域
の
ミ
ニ

コ
ミ
紙
が
次
々
と
休
刊
に
追

コ
ミ
紙
が
次
々
と
休
刊
に
追

い
込
ま
れ
る
中
で
、
今
後
も

い
込
ま
れ
る
中
で
、
今
後
も

発
行
を
継
続
し
て
い
け
ま
す

発
行
を
継
続
し
て
い
け
ま
す

よ
う
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご

よ
う
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
頃
の
皆
様
へ
の
感
謝
を

　

日
頃
の
皆
様
へ
の
感
謝
を

こ
め
て
、
４
５
０
号
発
行
を

こ
め
て
、
４
５
０
号
発
行
を

記
念
し
た
上
映
会

記
念
し
た
上
映
会
「
鎌
倉
を

「
鎌
倉
を

舞
台
に
撮
影
し
た
映
画
Ⅰ
、

舞
台
に
撮
影
し
た
映
画
Ⅰ
、

Ⅱ
」
Ⅱ
」
を
催
し
ま
す
。

を
催
し
ま
す
。

　

Ⅰ
９
月
６
日
（
火
）
鎌
倉

９
月
６
日
（
火
）
鎌
倉

芸
術
館
小
ホ
ー
ル
で
、
「
そ

芸
術
館
小
ホ
ー
ル
で
、
「
そ

し
て
父
に
な
る
」
な
ど
で
知

し
て
父
に
な
る
」
な
ど
で
知

ら
れ
る
是
枝
裕
和
監
督
が
鎌

ら
れ
る
是
枝
裕
和
監
督
が
鎌

倉
を
舞
台
に
四
姉
妹
の
生
活

倉
を
舞
台
に
四
姉
妹
の
生
活

を
通
し
て
家
族
の
絆
を
描
く

を
通
し
て
家
族
の
絆
を
描
く

「
海
街

「
海
街
d
i
a
r
y
」
。

　

午
後
の
部
の
上
映
後
、

　

午
後
の
部
の
上
映
後
、
是

枝
監
督
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

枝
監
督
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。
▼
午
前
の
部

あ
り
ま
す
。
▼
午
前
の
部
1111

時
▼
午
後
の
部

時
▼
午
後
の
部
1313
時
4545
分
。
分
。

前
売
・
シ
ニ
ア
千
円
、
当
日

前
売
・
シ
ニ
ア
千
円
、
当
日

１
３
０
０
円
。

１
３
０
０
円
。

　

Ⅱ
９
月
９
月
1010
日
（
土
）
鎌
倉

日
（
土
）
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
、
で
、
1111
時
〜
北
鎌
倉
を
舞
台

時
〜
北
鎌
倉
を
舞
台

に
原
節
子
主
演
の

に
原
節
子
主
演
の
「
麦
秋
」

「
麦
秋
」

（
小
津
安
二
郎
監
督
）
、

（
小
津
安
二
郎
監
督
）
、
1414

時
2020
分
〜
華
頂
宮
を
舞
台
に

分
〜
華
頂
宮
を
舞
台
に

松
田
優
作
と
藤
谷
美
和
子
ら

松
田
優
作
と
藤
谷
美
和
子
ら

の
配
役
で
情
感
豊
か
に
描
く

の
配
役
で
情
感
豊
か
に
描
く

「
そ
れ
か
ら
」

「
そ
れ
か
ら
」
（
夏
目
漱
石

（
夏
目
漱
石

原
作
、
森
田
芳
光
監
督
）
の

原
作
、
森
田
芳
光
監
督
）
の

二
本
立
て
。

二
本
立
て
。

　

中
間
に
、
映
画
に
因
ん
だ

　

中
間
に
、
映
画
に
因
ん
だ

サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
る
の
で
お
楽
し
み
に
。
鎌

あ
る
の
で
お
楽
し
み
に
。
鎌

倉
育
ち
で

倉
育
ち
で
芥
川
賞
受
賞
作
家

芥
川
賞
受
賞
作
家

・
保
坂
和
志
氏
の
ゲ
ス
ト
ト

・
保
坂
和
志
氏
の
ゲ
ス
ト
ト

ー
ク
ー
ク
も
お
聞
き
逃
し
な
く
。

も
お
聞
き
逃
し
な
く
。

　

前
売
１
５
０
０
円
、
当
日

　

前
売
１
５
０
０
円
、
当
日

１
７
０
０
円
。
チ
ケ
ッ
ト
は

１
７
０
０
円
。
チ
ケ
ッ
ト
は

鎌
倉
芸
術
館
、
市
内
の
書

鎌
倉
芸
術
館
、
市
内
の
書

店
、
小
田
急
藤
沢
店
、
逗
子

店
、
小
田
急
藤
沢
店
、
逗
子

レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
で
発
売

レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
で
発
売

中
。
問
い
合
わ
せ
は
鎌
倉
朝

中
。
問
い
合
わ
せ
は
鎌
倉
朝

日
へ
。

日
へ
。

　

８
月
、
お
寺
は
宗
派
を
問

　

８
月
、
お
寺
は
宗
派
を
問

わ
ず
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会
が

わ
ず
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会
が

各
寺
院
で
行
わ
れ
、
小
衲

各
寺
院
で
行
わ
れ
、
小
衲

（
私
）
も
暑
さ
で
バ
テ
気
味

（
私
）
も
暑
さ
で
バ
テ
気
味

で
す
が
、
部
内
寺
院
の
施
餓

で
す
が
、
部
内
寺
院
の
施
餓

鬼
会
を
終
え
そ
の
足
で
補
陀

鬼
会
を
終
え
そ
の
足
で
補
陀

洛
寺
さ
ま
を
訪
問
。
こ
の
時

洛
寺
さ
ま
を
訪
問
。
こ
の
時

期
で
す
か
ら
お
約
束
も
せ
ず

期
で
す
か
ら
お
約
束
も
せ
ず

お
参
り
だ
け
と
思
い
訪
ね
ま

お
参
り
だ
け
と
思
い
訪
ね
ま

し
た
が
、
や
は
り
ご
住
職
は

し
た
が
、
や
は
り
ご
住
職
は

他
の
お
寺
さ
ま
の
お
施
餓
鬼

他
の
お
寺
さ
ま
の
お
施
餓
鬼

に
出
て
お
ら
れ
る
と
の
こ

に
出
て
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
。
そ
れ
で
も
奥
様
の
ご
配

と
。
そ
れ
で
も
奥
様
の
ご
配

慮
で
、
夕
景
静
か
な
ご
本
堂

慮
で
、
夕
景
静
か
な
ご
本
堂

に
独
り
般
若
心
経
を
あ
げ
さ

に
独
り
般
若
心
経
を
あ
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
堂
右
脇
に
は
立

　

さ
て
、
本
堂
右
脇
に
は
立

派
な
不
動
明
王
が
こ
ち
ら
に

派
な
不
動
明
王
が
こ
ち
ら
に

睨
み
を
き
か
せ
て
お
ら
れ
ま

睨
み
を
き
か
せ
て
お
ら
れ
ま

す
。
像
は
江
戸
時
代
の
も
の

す
。
像
は
江
戸
時
代
の
も
の

と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
補
陀

と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
補
陀

洛
寺
は
源
頼
朝
公
の
祈
願
所

洛
寺
は
源
頼
朝
公
の
祈
願
所

と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
不
動

と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
不
動

明
王
は
頼
朝
公
の
平
家
調
伏

明
王
は
頼
朝
公
の
平
家
調
伏

の
祈
禱
祈
禱
本
尊
と
し
て
法
を
修

本
尊
と
し
て
法
を
修

し
て
お
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

し
て
お
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。
補
陀
洛
と
は
「
観
音

ま
す
。
補
陀
洛
と
は
「
観
音

の
浄
土
」を
意
味
す
る
が
、人

の
浄
土
」を
意
味
す
る
が
、人

々
が
浄
土
の
よ
う
に
安
心
し

々
が
浄
土
の
よ
う
に
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に

観
音
さ
ま
の
不
動
使
者
と
し

観
音
さ
ま
の
不
動
使
者
と
し

て
、
不
動
明
王
は
人
々
の
悪

て
、
不
動
明
王
は
人
々
の
悪

を
こ
ら
し
め
善
に
導
く
役
目

を
こ
ら
し
め
善
に
導
く
役
目

を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
顔
は
険
し
く
怒
り
の
形

そ
の
顔
は
険
し
く
怒
り
の
形

相
は
私
た
ち
の
ま
ち
が
っ
た

相
は
私
た
ち
の
ま
ち
が
っ
た

心
に
大
声
で
怒
鳴
り
、
剣
を

心
に
大
声
で
怒
鳴
り
、
剣
を

突
き
立
て
、
迷
っ
た
心
の
目

突
き
立
て
、
迷
っ
た
心
の
目

を
さ
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

を
さ
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
よ
く
み
る
と
口
を

　

し
か
し
よ
く
み
る
と
口
を

ぎ
ゅ
っ
と
閉
じ
た
感
じ
が
な

ぎ
ゅ
っ
と
閉
じ
た
感
じ
が
な

に
か
を
無
言
で
偲
ん
で
い
る

に
か
を
無
言
で
偲
ん
で
い
る

か
の
よ
う
に
思
え
、
耐
え
る

か
の
よ
う
に
思
え
、
耐
え
る

べ
き
時
に
は
耐
え
、
人
々
の

べ
き
時
に
は
耐
え
、
人
々
の

苦
し
み
を
一
身
に
受
け
止
め

苦
し
み
を
一
身
に
受
け
止
め

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
力
強
さ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
力
強
さ

と
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

と
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

不
動
明
王
の
す
さ
ま
じ
い
怒

不
動
明
王
の
す
さ
ま
じ
い
怒

り
の
姿
の
裏
に
あ
る
と
て
も

り
の
姿
の
裏
に
あ
る
と
て
も

深
い
慈
悲
を
感
じ
と
ら
ね
ば

深
い
慈
悲
を
感
じ
と
ら
ね
ば

な
ら
な
い
の
だ
と
痛
感
。
海

な
ら
な
い
の
だ
と
痛
感
。
海

風
薫
る
青
空
、
境
内
に
は
大

風
薫
る
青
空
、
境
内
に
は
大

き
な
百
日
紅
が
咲
き
、
湘
南

き
な
百
日
紅
が
咲
き
、
湘
南

鎌
倉
ら
し
い
明
る
い
寺
の
風

鎌
倉
ら
し
い
明
る
い
寺
の
風

情
で
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
的

情
で
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
的

に
幾
度
の
災
害
に
遭
い
「
竜

に
幾
度
の
災
害
に
遭
い
「
竜

巻
寺
」
と
い
わ
れ
る
が
、
難

巻
寺
」
と
い
わ
れ
る
が
、
難

を
逃
れ
た
「
み
ほ
と
け
」
が

を
逃
れ
た
「
み
ほ
と
け
」
が

逞
し
く
思
え
ま
す
。

逞
し
く
思
え
ま
す
。

　

「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の

　

「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の

跡
」
。
人
間
の
醜
い
争
い
事

跡
」
。
人
間
の
醜
い
争
い
事

な
ど
ど
こ
へ
や
ら
、
補
陀
洛

な
ど
ど
こ
へ
や
ら
、
補
陀
洛

寺
の
数
多
の
「
み
ほ
と
け
」

寺
の
数
多
の
「
み
ほ
と
け
」

を
参
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
気

を
参
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
気

に
さ
せ
ら
れ
た
。

に
さ
せ
ら
れ
た
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

像
高
像
高
8686
・
８
㎝
。
江
戸
時
代
。

・
８
㎝
。
江
戸
時
代
。

映
画
会
の
チ
ラ
シ

映
画
会
の
チ
ラ
シ

９９月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

補
陀
洛
寺　

不
動
明
王
坐
像

補
陀
洛
寺　

不
動
明
王
坐
像

（6363）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

「鎌倉朝日」「鎌倉朝日」450号記念450号記念

是枝監督のトークも
「鎌倉を舞台にした映画上映会」「鎌倉を舞台にした映画上映会」

株式会社 斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」

鎌倉倶楽部プロデュース
斉藤建設から新しい冷暖房

壁・天井が冷暖房器になる

これからの冷暖房は

遠赤外線で…

株式会社 斉藤建設
斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」

２０１６年（平成２８年）
第 号

毎月１日発行
（一部税込108円）

http://kamakura-asahi.com
朝日新聞の姉妹紙 ©発行所 鎌倉朝日新聞社☎0467‒24‒8553  FAX23‒1205

〒248‒0007　鎌倉市大町２丁目８番１３号　2‒202

９月１日号

４50


